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・Ｃ型小惑星は揮発性成分を多く含み，地球の水の供給源と考えられる炭素質コンドライト隕石と関連付けられている．しかしその素性はよく分かっていない．
例えばＣ型小惑星が非常に低密度である理由と現在の物理状態，水質変成や熱変成がいつどこでどのように生じたか，等である．
・小惑星探査機「はやぶさ２」ではＴＩＲ（サーモグラフ）とＮＩＲＳ３（３μm帯分光）の２台の赤外観測装置によって，小惑星表層の熱物性と水・含水鉱物の調査を
行う．小惑星(162173)Ｒｙｕｇｕの素性に迫るとともに，サンプル採取地点の選定に必須な情報を提供する．
・「はやぶさ２」に搭載されたＴＩＲとＮＩＲＳ３の目標，機器仕様，および軌道上での性能評価と地球・月観測の結果について速報する。．

ＴＩＲ ＮＩＲＳ３

This document is provided by JAXA.




